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１章 主催者挨拶 

 
 
１．１ 全教員が、学生諸君の“学びの心に灯を点す”教育を  

岐阜工業高等専門学校 校長 北田敏廣  p.1-1 

１．２ 岐阜工業高等専門学校がＡＰでつなぐもの  

教育ＡＰ推進室長 所 哲郎   p.1-2 

平成２６年度ＡＰ公開報告会開催にあたって、岐阜高専校長および教育ＡＰ推進

室長より主催者挨拶を掲載します。 



  



１章 主催者挨拶 

 

１．１ 全教員が、学生諸君の 

“学びの心に灯を点す”教育を 
  

岐阜工業高等専門学校 校長 北田敏廣   

 

“学びの心に灯を点す”という言い方がされる。今も昔も変わらぬ“教育の重要な一面”を表す言葉と

考えられる。先生の語った言葉、何かで見たこと、読んだこと、好学の友人と議論したことから“面白

い”と思う心を触発され、さらに自分で調べたくなり、調べるだけでなく使ってみたくなり、単に使う

だけでなく、世界で自分だけが気付いた（と、たまには？誤解して）新しいことの発見、発明に向かう

ことである。 

 遠い昔の自分の学生時代を思い出すと、むろん、情熱的な先生の熱のこもった講義には、思わず引き

込まれるものがあり、碩学と尊敬する先生の訥々として語られる深遠なる講義にも自ずと頭の下がるも

のがあり、いずれの場合も“学びの心に灯が点った”と思ったものである。ただ、すべての先生方が必

ずしもそうではなかったのは、恐らく今も昔も変わらない。私も教員の端くれであったが、学生諸君の

心にこのような灯を点せたかは疑問であり、内心忸怩たる思いがある。 

 今回、文部科学省が“大学教育再生加速プログラム（略称ＡＰ）”を企図されたのは、私流に解釈す

ると、一部の優れた先生だけでなく、すべての先生が“学生の心に学びの灯を点す”教育ができるよう

に、教育のやり方を考案し、実践する方法を確立するようにと言うことであると考える。さいわい、私

共岐阜高専は、ＰＢＬ（プロジェクト・ベイスド・ラーニング）を含めて学生の自発的な学びを啓発す

るための、ＩＣＴ活用の教育内容の開発、“自発的な学び”にインセンティブを与えるやり方、その成

果を評価する方法について、１０年に近い経験を積んでおり、かつて文部科学省のＧＰ（グッド・プラ

クティス）プログラムにも採用されるとともに、これらの実践に対して日本工学教育協会等から、複数

の表彰を頂いている。岐阜高専にとって、今回の機会は、一部の教科目で実践していた“学生の自発的

な学びを促進する方法”を、大多数の教科目に導入を図る良いきっかけと捉えて、“大学教育再生加速

プログラム”の中の“アクティブラーニング導入とその学修成果の可視化のカテゴリー（テーマ I ・ II

複合型）”に応募し、さいわい採択して頂いた。 

 本報告は、その初年度の取り組み状況、進捗状況を見て頂くためのものである。忌憚のないご意見を

頂き、それを来年度以降に反映させて行きたいと考えている。 
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１．２ 岐阜工業高等専門学校がＡＰでつなぐもの 
 

岐阜工業高等専門学校 教育ＡＰ推進室長 所 哲郎 
 
 

1. はじめに 
平成25年度に本校は創立50周年を祝った。国立高専

機構の独法化を前後して、地域連携や卒業生との連携

を強化してきた成果が、この各種50周年事業でも発揮

された。例えば、50年史が編纂され、各科卒業生の活

躍等が紹介された。この過程で、本校創設時の卒業生

（以下、シニアOB（OG含む））は企業定年を迎え、

地域にも帰りつつ有り、高専教育への協力を積極的に

行って頂くための組織作りが成された。 
高専シニアOBは、日本の製造現場を支え、ものづく

りの現場から会社経営に到るまで、高専教育が輩出す

る人材への全ての要求を理解し、その解決への経験を

有する、日本の技術教育史上の宝である。このシニア

OBとの連携を推進してきたことにより、岐阜工業高等

専門学校は、平成25年度に日本工学教育協会から第17
回工学教育賞を団体受賞することができた。 
一方、高専機構も独法化第3期に入り、高専教育の存

在意義をより明白にするため、教育改善のより一層の

推進が求められることとなった。そのような中、文部

科学省により教育再生加速プログラム（AP）の応募が

有り、本校としてもプログラムの申請を行った。 
2. ＡＰへの申請 

本校教育の特徴を、プログラムの趣旨と照らし合わ

せた場合、 
①高専教育の特徴である実験実習系のALの活用実績

を、教室での講義にまで展開していくこと。 
②教育課程以外の課外活動もALであり、その学修成果

の可視化を進めること。 
③電気情報工学科の実践技術単位制度は10年以上にわ

たりその効果を定量的に検証してきており、第19
回日本工学教育協会業績賞を受賞している。この全

学展開が学修成果の可視化に活用できること。 
④シニアＯＢとの連携組織を活用し、高専機構のモデ

ルコアカリキュラム（MCC）の各項目の中から、こ

の事をこのレベルまで学修することが企業等で求

められているなど、教育コンテンツを厳選して開発

することで、現役学生へのALを支援すること。 
などをプログラムし、申請した。申請時点でのポンチ

絵を図1に示す。 
3. ＡＰの実践と成果目標 

APの採択を受け、高専機構が推進しているMCCを用

いた高専教育の質保証と連携して、教育改革を開始し

た。ALを推進する上で、学生の理解度ごとの、また、

教科目をつなぐ部分の学修支援や補助コンテンツの開

発と蓄積は、色々なレベルにある学生の能力をそれぞ

れ向上させるためには不可欠であると考えている。こ

の学修支援コンテンツの作成を、教員のみならず学生

にも参加させることを計画している。 
また、教員によるOBイチオシMCC項目の、学修支援

コンテンツの開発を進める。学修の質保証を考えると

き、高専機構は、本科の各学年での、また、専攻科

での学習の合格レベルについて、理解度や学習の深

度をルーブリックにより6段階の到達レベルで規定

している。当然、MCCの各項目において到達できる

レベルは学修する学年や工学分野により異なる事が

想定されるが、卒業時には分野別の専門工学では、4．

分析レベルまでが本科での到達レベルであり、専攻

科では5．評価レベルが求められている。 

各MCC項目の到達レベルごとの質保証を目指す

ためには、適切な問題を到達レベルごとに解いて見

せ、関連する問題へと展開していくことが一つの解

決策である。低学年にとっては、今解いている問題

には他の解法がある事、高学年にとっては、復習を

兼ねてMCCのコンテンツを学習できること、他学科

の学生にとっても、コンテンツの理解がしやすいな

ど、いきなり特定の科目の教科書を学習することに

比べて、学修支援コンテンツを開発し、活用するこ

とのメリットは多くある。本校のAPの内容と成果目

標のポンチ絵を図2に示す。 

4. ＡＰでつなぐもの 
今年度、電気情報工学科の OB の活躍を学生及び教

職員に、また、一般関係者にも紹介した。また、シニ

ア OB の努力により、本校 OB の群馬大学片田敏孝教

授による「想定外を生き抜く力」と題した防災講演会

が地域で開催された。一見個別の内容や活動を、意味

のあるものとしてつなぐこと、つなぐことにより、よ

り高い意味を与えることのすばらしさや必要性が、ひ

しひしと伝わってきた。高専教育における全ての教育

課程の学修と非教育課程の活動をつなぎ、その成果を

可視化していくことが、本校のＡＰの目標である。 
関係各位のご指導・ご協力をお願いし、ＡＰ推進室

長の初年度巻頭の言葉と致します。 

1-2



③
モ
デ
ル
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
実
践
技
術
単
位
制
度
の

全
学
展

開
を
高
専
シ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
と
の
連
携
に
よ
り
推
進

①
高
専
教

育
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
へ

の
転

換
と

学
修

成
果

の
可

視
化

・
定

量
化

に
よ
る
見
え
る
化

④
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

全
教
育
課
程
へ
の
展
開

実
践

技
術

単
位

制
度

の
全
高
専
教
育
へ
の
展
開

②
実
験

実
習

系
科

目
で
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

推
進

と

シ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
連

携
・
地

域
連

携
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
に
よ
る

工
学
教

育
で
の

各
科

・
各

部
署

の
成

果

５
Ｓ
や

見
え
る
化

・
・
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

国
際

化
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
能
力

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力

地
域

教
育

後
援

会
Ｏ
Ｂ

高
専

シ
ニ

ア
Ｏ
Ｂ

シ
ニ

ア
Ｏ
Ｂ

シ
ニ

ア
Ｏ
Ｂ

シ
ニ

ア
Ｏ
Ｂ

シ
ニ
ア

Ｏ
Ｂ

★
高

専
・
地
域

に
根

ざ
し
た
最

高
の

企
業

技
術

者

★
継

続
性

と
訴
求
力
（学

生
・
教
職
員
両
者
へ
の
）

教
員

目
線

と
学

生
目
線

で
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

高
専

の
全

工
学
教

育
に
展

開
し
学

修
成

果
を
見

え
る
化

す
る

教
育
課
程
科
目

非
教
育
課
程
活
動

モ
デ
ル
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

座
学
と
実

験
実

習
系

科
目

ロ
ボ
コ
ン
・
プ
ロ
コ
ン
・
パ
テ
コ
ン
・
デ
ザ
コ
ン
・

国
際
交
流
・
地
域
課
題
解
決
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
活
動
へ
の
学
生
の
自
発
的
参
加
・
・
・
・

現
代

Ｇ
Ｐ

第
１
７
回

工
学

教
育

協
会

賞

５
９

回

６
０

回

５
８

回

シ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
連
携

リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
活

動

実
践
技
術
単
位
制
度

現
代

Ｇ
Ｐ

本
事
業
の
後
期
(H
28

‐3
0）

•ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る

個
々

の
教
育
成
果
の
見
え
る
化

•実
践
技
術
単
位
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

よ
る
学
修
成
果
全
体
の
見
え
る
化

本
事
業
の
前
期
（
H2

6‐
28

）

•課
程

科
目

や
他

学
科
へ

の
展

開

•共
通

実
践

技
術
ポ
イ
ン
ト
制

度
の

導
入

（
国
際
化
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
・

サ
イ
エ
ン
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
・・
）

本
事

業
の

後
期
(H
28

‐3
0）

•M
an

av
ee

的
な
学

習
コ
ン
テ
ン
ツ

の
学

生
に
よ
る
作
成

・
登
録

を
実

践
技

術
単

位
化
し
評

価
・
蓄
積

•地
域

や
シ
ニ
ア
O
B連

携
の
活

用

本
事

業
の

前
期

（
H2

6‐
28

）

•教
員

に
よ
る
全

教
育

課
程

科
目
へ

の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

導
入

•全
教

室
へ

の
Ａ
Ｌ
用
IC
T環

境
構

築
と
Ａ
Ｌ
コ
ン
テ
ン
ツ
開

発
環

境
充

実

教
育

課
程
科
目

教
育

課
程
科
目

非
教

育
課

程
活
動

非
教

育
課

程
活
動

モ
デ
ル
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

座
学

と
実

験
実

習
系

科
目

モ
デ
ル
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

座
学

と
実

験
実

習
系

科
目

ロ
ボ
コ
ン
・
プ
ロ
コ
ン
・
パ
テ
コ
ン
・
デ
ザ
コ

ン
・
国
際
交
流
・
地
域
課
題
解
決
・
リ
テ
ラ

シ
ー
教

育
活

動
へ

の
学

生
の

自
発

的
参

加
・
・
・
・

ロ
ボ
コ
ン
・
プ
ロ
コ
ン
・
パ
テ
コ
ン
・
デ
ザ
コ

ン
・
国
際
交
流
・
地
域
課
題
解
決
・
リ
テ
ラ

シ
ー
教

育
活

動
へ

の
学

生
の

自
発

的
参

加
・
・
・
・

シ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
連
携
と
IC
T環

境
・
学
修
成
果
可
視
化
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
活
用
体
制
構
築

実
践
技
術
単
位
制
度
の
拡

張
に
よ
る
教
育
成
果
全
体

の
可
視
化

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

高
専

で
の
全
教
育
活
動
へ

の
組
み
込
み

実
践

技
術

単
位

制
度

に
よ
る

工
学

教
育

成
果
の
見

え
る
化

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
現

状
（
赤

色
）

工
学
教
育
賞
な
ど

野
依

賞
グ
ラ

ン
プ
リ

電
気

科
学 賞

低
学
年

高
学
年

講 義 科 目

実 験 実 習

Ｐ
Ｂ
Ｌ

教
員
目
線
の
Ａ
Ｌ
コ
ン
テ
ン
ツ

学
生
目
線
の
Ａ
Ｌ
コ
ン
テ
ン
ツ

シ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
連

携

地
域
連
携

図１.ＡＰ申請時のポンチ絵

　　1-3



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. 本校のＡＰの内容と事業成果 
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実

践
技

術
単

位
制

度
」
を

全
校

展
開

し
、

高
専

で
の

教
育

課
程

学
修

と
非

教
育

課
程

活
動

の
全

て
を

学
修

成
果

と
し

て
可

視
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

幅
広

い
場

で
活

躍
す

る
多

様
な

実
践

的
・
創

造
的

技
術

者
の

養
成

を
目

指
す

。

Ａ
Ｐ

テ
ー

マ
Ⅰ

テ
ー

マ
Ⅱ

複
合

型

平
成
２
６
年
度
「
大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
選
定
取
組

教
員

目
線

と
学

生
目

線
で

ア
ク

テ
ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

高
専

の
全

教
育

活
動

に
展

開
し

、
学

修
成

果
を

見
え

る
化

す
る

本
事

業
の

後
期

(H
28

-3
0）

•ア
ク

テ
ィ

ブ
・ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
個

々
の

教
育

成
果

の
見

え
る

化

•実
践

技
術

単
位

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
よ

る
学

修
成

果
全

体
の

見
え

る
化

本
事

業
の

前
期

（
H

26
-2

8）
•課

程
科

目
や

他
学

科
へ

の
展

開

•共
通

実
践

技
術

単
位

制
度

の
導

入
（
国

際
化

・チ
ー

ム
ワ

ー
ク

力
・

サ
イ

エ
ン

ス
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

・・
・
）

本
事

業
の

後
期

(H
28

-3
0）

•学
生

目
線

の
学

習
補

助
コ

ン
テ

ン
ツ

の
学

生
に

よ
る

作
成

と
活

用
を

実
践

技
術

単
位

化
し

評
価

・蓄
積

•地
域

や
シ

ニ
ア

O
B連

携
の

活
用

本
事

業
の

前
期

（
H

26
-2

8）
•教

員
に

よ
る

全
教

育
課

程
科

目
へ

の
Ａ

Ｌ
導

入
・学

修
支

援
教

材
開

発

•全
教

室
の

Ａ
Ｌ
用

IC
T環

境
改

善
と

Ａ
Ｌ

コ
ン

テ
ン

ツ
開

発
環

境
充

実

教
育

課
程

科
目

非
教

育
課

程
活

動

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム

座
学

と
実

験
実

習
系

科
目

ロ
ボ

コ
ン

・
プ

ロ
コ

ン
・
パ

テ
コ

ン
・
デ

ザ
コ

ン
・

国
際

交
流

・
地

域
課

題
解

決
・
リ

テ
ラ

シ
ー

教
育

実
習

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
・
高

専
祭

専
門

展
・
各

種
認

定
試

験
・
資

格
試

験
・
・
・

シ
ニ

ア
Ｏ

Ｂ
連

携
と

IC
T環

境

改
善

・
学

修
支

援
・
成

果
可

視
化

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築

実
践

技
術

単
位

制
度

の
拡

張
に

よ
る

高
専

教
育

全
体

の
教

育
成

果
の

可
視

化

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
高

専
で

の
全

教
育

活
動

へ
の

組
み

込
み

を
支

援

実
践

技
術

単
位

制
度

に
よ

る
教

育
成

果
全

体
の

見
え

る
化

教
員

目
線

の
Ａ

Ｌ
コ

ン
テ

ン
ツ

学
生

目
線

の
Ａ

Ｌ
コ

ン
テ

ン
ツ

シ
ニ

ア
Ｏ

Ｂ
連

携
・
地

域
連

携

課
外

活
動

・
自

主
的

資
格

取
得

Ａ
Ｐ

に
よ

る
進

展
26

年
度

28
年

度
（

目
標

値
）

30
年

度
（

目
標

値
）

Ａ
Ｌ

受
講

学
生

割
合

10
0％

10
0％

10
0％

Ａ
Ｌ

実
施

科
目

割
合

実
践

技
術

単
位

拡
張

割
合

20
％

60
％

10
0％

授
業

外
学

修
時

間
6時

間
12

時
間

18
時

間

1-4




